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【ポイント①】

【ポイント②】

【ポイント①】気候変動による降雨量増加に伴う水害リスクの明示

気候変動の影響による流域内の水害リスクの増大について、流域関係者の認識の
共有が重要であることから、現状と気候変動下における水害リスク（浸水世帯数等）
の増大を明示します。

また、今回追加する対策（ポイント③参照）による水害リスクの低減効果も合わせて
明示し、対策の効果を定量的に示します。

【ポイント②】河川整備と流域対策の新たな目標設定（目標の重層化）

ポイント①で示した水害リスクの増加に対応するため、本川の河川整備における治
水対策の目標に加えて、流域対策の達成目標も設定し、まちづくりや内水対策等の
流域対策の更なる充実を図ります。

また、各目標の達成に向けた必要な対策の内容や量・期間及び実施主体も合わせ
て記載し、流域関係者における主体的な流域治水の取組への参画を推進します。

太田川水系においては、本川の目標に加えて、太田川下流のデルタ域における内
水対策と目標設定を実施し、浸水被害の軽減を図ります。
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【ポイント③】

【ポイント③】必要な追加対策等の明示

ポイント②で示した目標を達成するために必要な河川区域内の追加対策等を明示
するとともに、氾濫域における流域対策の追加対策も合わせて明示し、ハード・ソフ
ト一体となり、流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で「流域治水」を推進して
いきます。

太田川水系においては、既設ダムの有効活用や新規ダムの調査・検討、貯留管等の
整備に加えて、特定都市河川の指定に向けた検討や市街化区域から市街化調整区
域への編入などを推進していきます。

※流域治水協議会における議論等を踏まえて、今後とも流域関係者が実施する流域対策等の取組
の充実を図ります。また、流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後、河川
整備計画変更の過程でより具体的な内容を検討します。


